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やや悪
ワンコインランチの時代から更に先に進み、300円弁当の人気が続けば、間違いなく飲食店は減少す
る。弁当店の行列を目にすると、景気が良くなるとは考えにくい。（新聞社［求人広告］営業担当）

判断の理由

ラニーニャ現象の影響で暑い日が長く続くという予報なので、エアコンや冷蔵庫の販売が前年に比べ
て良くなる。前年が冷夏だったので、今年は良くなるように思われる。（家電販売店　店員）

売上は前年実績を下回ることが多く、来客数も、最も悪かった５月に次ぐ悪さであり、客単価や１品
単価も緩やかに下降している。回復する見込みがなく、景気はやや悪くなると考える。（スーパー
商品開発担当）

仕事の受注が増えてきている。今後も増えそうなので、やや良くなると見込んでいる。（輸送用機械
器具製造業　デザイン担当）

世界的な不況への懸念があり、国内景気の冷え込みが、更に加速しそうである。物の動きは悪くな
る。原油価格の変動による燃料費の増減が、物流業者の業績を左右するが、やや落ち着いていること
が救いである。（輸送業　従業員）

製造業や運輸業の採用説明会では、外国人留学生も対象とされてきており、採用数の拡大と企業の積
極性を感じる。（学校［専門学校］　就職担当）

しばらくはこのまま低調な状態が続くように感じる。主力客層のファミリー世代が軽自動車に移って
しまい、普通車種が売りにくくなっている。わずかだが団塊世代の最後の買換え需要があるので、い
かに取り込むかが重要となる。（乗用車販売店　従業員）

英国のＥＵ離脱問題に伴う円高や株安等、重苦しいニュースばかりが目立ち、先行きは消費マインド
の冷え込みが心配される。（食料品製造業　経営企画担当）

英国のＥＵ離脱問題や円高傾向等で、自動車輸出の先行きは不透明である。一部の国内自動車メー
カーに対する信頼感が薄れ、受注減につながっている。（アウトソーシング企業　エリア担当）

判断の理由

新しいサービスが商品に追加された影響で、良くなっている。〈通信会社　営業担当〉

仕入れる商品がなじみ客向けに偏ってきているので、来客数によって売上が大きく変わる。ボーナス
支給の時期で、一見客の購買を期待したが全くなく、景気の悪さを実感している。（衣料品専門店
経営者）

販売額は前年同期を上回っているが、伸びが徐々に鈍化している。国内産豚肉の相場が上昇し、販売
価格の見直しを迫られている。（スーパー　店長）

取引先では店舗のリニューアルが定期的にあるため、当社製品の出荷が続いている。（電気機械器具
製造業　経営者）

取引先は、以前は対応を依頼してから2週間以上待ったが、最近はすぐに対応するようになっており、
仕事の受注件数が減っているようである。（窯業・土石製品製造業　社員）

前年は求人募集をしても応募者が少なかったが、今年に入って応募者数が少しずつ増加し、4月以降も
引き続き、求職者には動きがみられる。（アウトソーシング企業　エリア担当）

有効求職者数が前年同月比0.8％の微増、有効求人数は4.5％の増加で、有効求人倍率は、前年同月比
で0.09ポイントの上昇となっている。（職業安定所　職員）

３か月前と比べると、全社で引き合い件数が若干減っており、やや悪くなっている。明確な原因は不
明だが、円高傾向が強まった時期から件数の減少が顕著となっており、為替相場が少なからず影響し
ている。（人材派遣会社　営業担当）

公共工事や企業向け等、工事費が多くかかる案件では、発注までに時間がかかっている。（建設業
営業担当）現状
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